
金
揮
官
蹴
志
巻
叶
四

一
、
大
坂
御
合
戦
御
勝
に
罷
成
、
宗
古
・
我
等
雨
入
二
僚
へ
被
=
召
寄
一

雨
御
所
様
へ
御
目
見
申
上
.
激
高
人
之
内
に
而
相
圏
核
之
上
意
に
、

組
問
無
類
之
働
不
v
始
昌
子
今
一
営
家
に
て
雨
度
之
御
奉
公
申
上
候
由

被
昌
仰
出
-
候
上
に
、
結
構
成
御
刀
を
拝
領
、
共
翠
日
は
尾
州
大
納
言

機
に
て
我
等
一
人
被
且
召
寄
一
御
茶
被
v
下
、
保
生
五
郎
の
御
脇
差
拝
領

仕
候
。
公
方
様
よ
り
土
井
大
炊
殿
奉
に
而
、
手
負
行
歩
不
v
叶
由
に
候
.

問
、
下
馬
を
も
乗
物
御
菟
被
b

成
候
由
被
=
仰
同
一
群
有
一
門
之
者
面
目

不
v
越
・
之
候
。

此
一
書
、
捕
者
呆
候
以
後
人
々
一
御
簿
可
v
有
v
之
候
閥
、
如
‘
此
書
置
候
。

寛
永
五
年
二
月
三
日

飽
田
替
左
衛
門
殿

同

叉

太

郎

殿

同
奥
右
衛
門
殿

按
や
る
に
、
右
前
頴
な
る
組
問
小
三
郎
漣
印
の
書
簡
は
、
倉
一
に
掲

げ
た
る
天
正
四
年
本
願
寺
へ
の
披
露
放
に
て
加
賀
園
本
願
寺
一
挟
頭

の
一
人
な
る
故
也
。
質
名
三
州
志
に
は
岳
信
と
あ
れ
E
.
彼
の
書
簡

の
潟
に
は
集
信
と
あ
り
。
ま
た
此
の
大
隅
守
高
綱
が
武
功
書
は
、
大

隅
が
自
身
の
武
功
を
書
き
載
せ
子
孫
へ
残
し
た
る
も
の
に
て
、
組
問

柏
崎
聞
大
隅
守
高
綱

キU

..... ，、

の
子
孫
に
て
は
貨
に
艇
先
の
記
念
家
の
賓
と
す
べ
き
番
也
と
い
ふ
一

ぺ
し
。
三
登
記
に
溝
口
卒
左
衛
門
の
子
、
浅
野
但
馬
守
に
扶
助
せ
ら

れ
、
度
々
問
先
あ
り
け
れ
ば
、
織
地
大
将
申
付
ら
れ
て
勉
聞
大
隅
と
稀

し
、
後
法
斡
し
て
鍛
粛
と
践
す
。
但
馬
守
紀
伊
園
和
歌
山
よ
り
安
義

国
民
島
へ
移
ら
れ
、
安
審
守
殿
の
時
牢
浪
し
て
、
後
召
返
さ
れ
病
死

す
。
と
あ
り
。
召
返
さ
れ
し
と
は
、
潟
野
家
へ
再
勤
せ
し
も
の
也
。

。
回
数
寺
駿
跡

法
務
宗
の
寺
院
た
り
。
改
作
所
欝
記
に
、
元
職
=
一
年
八
月
廿
九
日
公

事
場
奉
行
連
名
遣
番
に
。

一
法
華
{
示
、
所
は
森
下
町
後
地
子
地

回

数

寺

右
者
凶
教
寺
儀
、
於
a
公
事
場
-
御
一
吟
味
之
品
有
v
之
候
。
依
v
之
回
数
寺

旦
那
之
者
、
早
速
何
成
共
寺
替
仕
、
共
段
帯
付
宗
門
御
奉
行
中
b
可
v

排
出
v
之
事
。

右
寺
備
罪
科
の
事
は
詳
か
な
ら
や
と
い
へ
ど
も
、
此
時
寺
破
却
に
成

り
た
る
故
也
。

。

金

屋

町

或
は
金
谷
町
と
も
脅
け
り
。
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
民
、

rkπ
ト

P
A
r
r怯
民
社

i
H
T
i
Tゆ
u
h
i
-
f
i
-
;
九
け
津
川
い
J
J
H
H

い
上
十
k

・

-i 

金
屋
町
・
後
金
屋
町
。
と
載
せ
た
り
。
ま
た
金
津
遁
町
筋
町
割
替
に
‘

武
町
五
十
一
間
二
尺
森
下
町
・
五
十
六
間
一
尺
森
下
金
屋
町
。
と
あ

り
。
此
町
刺
客
に
て
見
れ
ぽ
‘
金
屋
町
は
も
と
森
下
町
の
内
な
り
し

ゅ
ゑ
に
、
そ
の
か
み
森
下
金
屋
町
と
呼
ぴ
た
る
た
ら
ん
か
。
但
し
森

下
町
は
木
町
肝
煎
の
裁
許
に
て
、
本
町
の
町
役
を
勤
め
た
り
し
か

ど
、
金
屋
町
は
七
ク
所
の
内
に
て
宇
役
の
町
也
。

。
金
屋
町
来
歴

博
伽
雑
談
に
云
ふ
。
背
佐
久
間
玄
審
尾
山
在
械
の
頃
建
て
た
る
本
町

を
尾
山
八
町
と
去
ふ
。
所
縞
西
町
・
堤
町
・
南
町
・
金
屋
町
・
松
原
町
・

安
江
町
・
材
木
町
・
近
江
町
四
克
也
と
。
園
事
昌
披
問
答
K
-
X
ふ
。
金
屋

町
は
昔
金
谷
門
の
内
に
有
v
之
町
左
り
と
。
さ
れ
ば
此
の
町
は
む
か
し

金
谷
出
丸
い
ま
だ
命
ぜ
ら
れ
ざ
り
し
頃
は
.
今
い
ふ
尾
山
一
柳
枇
の
地

-
越
に
あ
り
し
を
、
寛
永
の
頃
金
谷
出
丸
を
命
ぜ
ら
る
L
K
付
い
て
移

締
せ
し
町
た
り
と
ぞ
。
三
州
志
来
図
概
覧
に
一
宮
ふ
。
金
屋
町
は
寛
永
十

二
年
の
火
災
後
、
今
の
下
材
木
町
の
地
へ
暫
〈
町
家
を
移
さ
れ
、
重

ね

τ今
の
地
へ
移
締
す
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
三
萱
記
に
‘

寛
永
八
年
四
月
十
四
日
金
津
火
災
の
時
、
本
丸
の
火
江
戸
町
を
焼
鵠

ひ
、
問
弁
口
悉
く
競
廻
り
、
金
屋
町
に
で
銀
火
す
と
あ
り
。
さ
れ
ぽ

金
海
古
蹟
志
巻
骨
四

下
材
木
町
の
地
へ
移
締
せ
し
は
、
寛
永
八
年
の
以
前
に
て
、
同
記

に
‘
一
冗
和
二
年
に
人
持
衆
下
屋
敷
等
相
渡
り
.
地
子
町
・
本
町
立
替

る
と
あ
る
時
な
ら
ん
か
。
古
定
書
に
載
せ
た
る
元
和
二
年
十
一
月
宿

々
一
停
馬
役
定
番
K
.
金
津
の
内
卯
辰
之
木
町
・
宮
腰
口
之
木
町
・
森
下

町
之
宋
金
屋
町
五
聞
に
一
間
之
可
v
需
品
御
役
-
之
事
。
と
あ
り
。
此
定

書
に
既
に
森
下
町
之
末
金
屋
町
と
載
せ
た
れ
ば
、
金
屋
町
を
今
の
地

へ
移
し
た
る
は
‘
元
和
二
年
十
一
月
の
以
前
な
る
事
い
ち
じ
る
し
。

然
る
を
寛
永
十
二
年
の
火
災
後
、
今
の
下
材
木
町
へ
暫
く
移
し
、
軍

ね
て
今
の
地
陀
移
縛
す
と
い
へ
る
停
践
は
、
金
〈
後
人
の
渇
聞
な
る

ぺ
し
。
さ
て
金
屋
町
の
町
名
は
、
昔
は
今
の
尾
山
榊
枇
の
地
に
町
家

共
有
り
て
、
銀
座
金
屋
彦
四
郎
な
ど
此
の
地
陀
居
住
し
、
其
の
頃
は

加
能
越
三
州
通
用
の
金
銀
貨
幣
製
遣
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
此
の
地
に
て

吹
立
て
た
り
。
故
に
金
屋
町
と
呼
べ
り
。
然
る
に
微
妙
公
の
時
、
右

町
家
共
の
移
締
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
共
の
地
を
ぽ
城
内
の
外
廓
へ
取
入

れ
、
殿
閣
を
遁
轡
あ
り
て
金
屋
邸
或
は
金
屋
殿
と
稽
し
、
後
に
は
金

谷
の
宇
陀
改
め
ら
れ
た
り
。
依
り
て
此
の
町
名
も
金
谷
町
と
も
書
け

り
。
と
い
へ
り
。
金
海
遇
町
筋
町
制
審
に
、
森
下
金
屋
町
と
載
せ
た

り
け
れ
ば
、
む
か
し
は
か
く
稽
せ
し
に
や
。
此
は
森
下
町
の
地
へ
移

七




